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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

犬猫適正飼育推進事業

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

地域住民による生活衛生環境の保全01

実施
計画54-0101

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

犬や猫を所有又は飼育している市民
<犬の登録の実施>
狂犬病予防法による犬の登録と狂犬病予防注射済票の交付等を行い、畜犬を管
理。
・ 3月　犬を飼っている方に、狂犬病予防集合注射の開催について通知
・ 4月　瀬戸旭長久手獣医師会と連携し狂犬病予防集合注射を実施
・10月  狂犬病予防注射未接種の畜犬の所有者に注射を行うよう催告
・12月　宛名不明で返ってきた通知の飼い主について現況を調査
（犬の登録手数料：3,000円、狂犬病予防注射済票交付手数料：550円）

<猫避妊等手術の補助>
猫の避妊及び去勢手術を行った方に、その費用の一部を補助するとともに、地域
ねこ活動団体による手術費の一部を補助

畜犬の登録状況が管理されており、狂犬
病の発生が予防されている。
不必要な繁殖を防止し、周囲に対する危
害若しくは迷惑の防止を図るとともに、
動物愛護思想の高揚に資している。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

3,019 3,582 5,027 4,131
110 619

財源内訳
千円

3,019

狂犬病予防注射済票の交付数

犬・猫避妊等補助件数

狂犬病予防注射の接種率

犬や猫に関する苦情件数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

頭

件

％

件

3,863 3,835 4,675 3,755

136 221 180 335

76.8

28

76.4 85 77.97

27 30 38

3,582 5,137 4,750

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）H30と比べ、狂犬病予防注射の接種率は1.6ポイント上昇、犬や猫に関す
る苦情件数は9件増加した。
（原因）犬や猫に関する主な苦情内容は、犬の鳴き声や放し飼い、野良猫のえさ
やり、糞害であった。前年度に比べて犬に関する苦情は1件減少していたが、猫
に関する苦情が10件増加していた。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

一部遅延あり

維持・横ばい

余地が中程度

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[645]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

生活環境向上支援事業

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

生活衛生環境の向上支援02

実施
計画54-0202

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市民
市域内の生活環境

〈草刈機の貸出〉
・環境面及び火災予防・防犯面から、空地に繁茂した雑草等を刈り取るため、草
刈機を有料で貸し出し、所有地の適正な管理を促す。
　※所有台数：55台（希望者へは防護面も貸出し）
　※市の窓口で直接受付し、4日間を限度に貸出し
・草刈機貸出事業について、年3回広報に掲載して周知

〈雑草除去苦情への対応〉
・隣地等の雑草除去苦情について現地確認し、土地管理者に通知

〈動物等被害対策〉
・市民からアライグマ等の捕獲依頼があった場合に、捕獲おりを貸出し
・捕獲後の対応等について専門業者に委託
・スズメバチ駆除を業者に依頼して実施した市民に対し補助金を交付

空地の雑草繁茂や有害鳥獣による被害が
減少し、生活環境が向上している。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

214
1,362

188 210 201
1,376 1,529 1,455

財源内訳
千円

1,576

草刈機貸し出し数

スズメバチ駆除費補助件数

雑草除去苦情件数

有害鳥獣捕獲頭数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

台

件

件

頭

1,071 951 1,000 1,046

54 53 70 49

163

12

160 170 144

8 12 11

1,564 1,739 1,656

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）H30実績と比べ「雑草苦情件数」については16件減少し成果は若干の向
上、「有害鳥獣捕獲頭数」についても3件増加した。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[646]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

合併浄化槽設置促進事業

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

生活衛生環境の向上支援02

実施
計画54-0203

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

公共下水道事業認可区域を除いた地域
で、既設の汲取り便所または単独浄化槽
を廃止し、専用住宅に合併浄化槽を設置
しようとする世帯。

公共下水道事業の計画的な整備を継続するため、「循環型社会形成推進交付金」
を適用。
交付金額は、循環型社会形成推進地域計画の計画基数から算定する。令和元年度
からの5年間で19基を計画。
<交付補助金>
・国庫（5/15）・県費（3/15）・市費（7／15）
・5人槽:332,000円、7人槽：414,000円、10人槽：548,000円
<受付・交付>
・4月より先着順で受付。予算の範囲内で合併処理浄化槽設置費補助金を交付。
・「尾張旭市合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱」に沿って事務処理。
　①交付申請（工事着工前確認）
　②補助金交付決定通知
　③実績報告書（工事完了確認）
　④補助金交付額確定通知
　⑤補助金交付　
・広報誌などで積極的に合併処理浄化槽への転換をPR。

・設置者の近隣の生活衛生環境が向上す
る。
・設置者の費用負担の軽減が図られてい
る。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

1 690
64 82 414

303 354 1,009 38

財源内訳
千円

367

合併処理浄化槽設置費補助件数（年間）

合併処理浄化槽設置費補助件数（累計）

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

件

1 1 5 0

123 124 138 124

437 2,113 38

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）H30年度と比較すると、1件減少した。
（原因）補助対象区域の減少等により、急激に件数が増えることは今後少ないと
考えられる。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

一部遅延あり

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[647]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

し尿収集運搬事業

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

生活衛生環境の向上支援02

実施
計画54-0204

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市民（汲み取り便所を使用する市民） ・市内の汲み取り便所を使用している世帯に対し、市委託４業者が定期的に、し
尿を収集し、し尿処理施設（昭和苑・香流苑）に搬入している。
・市民は、市内のし尿券取扱所で購入したし尿汲取券で、汲取量に相当する枚数
を委託業者に渡す。２１５円／枚（２０リットル／枚）
・市は４委託業者に対して、毎月提出されるし尿収集報告書に基づき、し尿汲取
券１枚につき２３７円を委託料として支払う。（消費税増税後２４２円）
・尾張旭市長久手市衛生組合解散後の本市におけるし尿処理方法として、市内に
ある処理施設「昭和苑」を継続利用することが考えられる。
　　　　　　　　
　　　　　　　　

　委託業者が汲み取り便所より、し尿を
定期的に収集運搬することで、生活衛生
環境が保たれている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

6,350
689

5,636 5,676 5,472
745 1,038 259

財源内訳
千円

7,039

し尿汲み取り券回収枚数

し尿汲み取り量

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

枚

ＫＬ

29,179 26,421 36,400 23,492

609 557 630 477

6,381 6,714 5,731

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）し尿汲み取り量はH30実績と比較すると、80kL減少した。

（原因）し尿くみ取り便槽の使用者が減少したことによるものと考えられる。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[1231]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

専用水道・簡易専用水道業務指導事業

都市整備部
上水道課

生活衛生環境の向上

05

生活衛生環境の向上支援02

実施
計画54-0206

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

・専用水道、簡易専用水道、小規模貯水
槽水道設置者

・専用水道（４件）
　①定期的な立入検査の実施（1箇所/年）
　②管理体制について改善指導
　③変更の届出、新規設置の確認及び認可等の事務（随時）
・簡易専用水道（１３９件）
　①登録検査機関に対して検査結果の情報提供を依頼
　②検査結果の情報により調査先を選定（法定検査未受検及び不適施設）
　③業務委託を発注
　④委託業者より調査を実施
　⑤調査結果により設置者への改善指導を実施
　⑥広報、HP、文書等により検査実施の周知
・小規模貯水槽水道（４０８件）
　①広報、HP、文書等により検査実施の周知
　（設置数：令和2年3月31日現在）
　　
　

・設置者が適切な維持管理ができてい
る。
・水道利用者に安全で安心な水を供給で
きている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 454 476 500 484

財源内訳
千円

454

改善指導、水質異常発生事業者数（専用水道）

法定検査受検件数（簡易専用水道）

不適率（専用水道）

受検率（簡易専用水道）

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

件

％

％

0 0 0 0

127 131 131 131

0

81.4

0 0 0

92.9 92.9 94.2

476 500 484

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

平成２５年度より、立入調査業務委託により毎年約２０施設を調査指導しており
、成果が向上している。
立入調査業務委託による調査指導の成果により、令和元年度実績受検率は94.2％
まで向上した。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

非常に順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 未設定

一般会計



[1313]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

空家等対策計画推進事業

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

生活衛生環境の向上支援02

実施
計画54-0207

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市民、市内の空き家数

空き家対策を、「空き家化の予防」、「空き家の流通・活用促進」、「管理不全
な空き家の改善・解消」、「跡地利用の誘導」の４つの方向性にまとめ、推進す
る。
＜空き家化の予防＞
・納税通知書を活用した空き家適正管理のお願い、専門団体の相談窓口との連
携、民間木造住宅耐震改修費補助等の活用　など
＜空き家の流通・活用の促進＞
・専門団体の相談窓口との連携　など
＜管理不全な空き家の改善解消＞
・専門団体窓口との連携、ふるさと納税制度による適正管理の促進、特措法に基
づく特定空家等の判断基準の設定、緊急対応措置の検討　など
＜跡地利用の誘導＞
・専門団体の相談窓口との連携、狭あい道路拡幅整備事業の活用、公益的な跡地
活用の検討　など

各種の空き家対策が適切に実施され、空
き家化の予防、空き家の流通・活用促
進、管理不全な空き家の改善・解消、空
き家除却後の跡地利用が推進されてい
る。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 110 50

財源内訳
千円

計画に掲げた空き家対策事業数

実施済みの空き家対策事業数

空き家関連の苦情数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

事業

事業

件

21 21 21

10 11 11

48 50 43

110 50

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）「実施済みの空き家対策事業数」は、R元当初のとおりの事業を実施、
「空き家関連の苦情数」は、H30実績及びR元当初より下回っている。
（原因）空き家総合相談窓口のチラシ配布を実施し、また、相談窓口の開設によ
り、苦情数がH30実績を下回ったと思われる。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●関係団体と連携して、空き家化の予防と空き家の流通促進に取り組みます。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

公益社団法人愛知県宅地建物取引業協会との協定に基づく空き家総合相談窓口及び空家バンクにより、空き家の相談対
応及び空き家の流通促進を行った。

一般会計



[648]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

生活環境保全事業

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

公害の防止03

実施
計画54-0301

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

事業者
市民（公害により困っている方）

<公害苦情受付、対応手順>
①電話、窓口等による苦情の受付、②現場確認、③発生源者への指導等、④関係
機関への連絡、⑤処理簿の作成
　
<特定建設作業、特定施設届出受付>
騒音・振動規制法及び県条例に基づく騒音・振動が発生する建設作業や、騒音・
振動が発生するおそれのある機器を使用している事業場の届出を受け付け、市民
から苦情等があった場合の指導を実施

<その他>
・環境保全指導員による現地確認、指導
・土砂等の埋め立てに関する条例の運用
・自動車騒音常時監視業務の実施
・側溝消毒事業の実施
・ふん害防止啓発看板やイエローチョークの配布

公害の発生を未然に防止するとともに、
市民から相談された公害に関する苦情が
解決されている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 1,582 1,377 1,676 1,418

財源内訳
千円

1,582

公害苦情処理件数

ふん害防止看板及びイエローチョークの配布数

公害苦情解決率

ふん害に関する苦情件数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

個

％

件

66 87 55 79

250 216

98.4

4

98.8 97 98.7

3 4 3

1,377 1,676 1,418

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】
（状況）H30実績と比べ、「公害苦情解決率」は0.1ポイント減少し、「ふん害に
関する苦情件数」については増減はなかった。
（原因）公害苦情解決率については、苦情に対して適切に対応し、一つ一つの案
件に正確、丁寧、迅速に行動を起こしたことが成果を向上させたと考えられる。
ふん害対策については、イエローチョーク作戦が周知されてきたことにより、H3
0に引き続き低水準であった。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

旭平和墓園運営事業

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

墓園の管理04

実施
計画54-0401

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市内に居住するかた

<墓園施設の維持管理>
・墓園内のトイレや植栽など維持管理を行い、都市公園としてふさわしい環境を
整備。

<使用者の募集>
・親族の遺骨を祭るための墓地がないかたや、墓地を必要としている60才以上の
かたに対し、5/1号の市広報等を通じて使用者を募集
・応募者の書類審査を行い、抽選により使用者と区画場所を決定
・使用許可申請書の提出があり次第、永代使用料納付書を発行
・永代使用料の納付確認後、旭平和墓園墓地使用許可証を交付

<管理基金の積立>
・将来の墓園管理等に備えるため、永代使用料の1割を基金に積立て。

＜合葬式墓地の管理運営準備＞
・合葬式墓地の管理運営に関するマニュアル整備 

必要としている市民に墓地が提供され、
整備された施設を市民が気持ちよく使用
している。
市民が尾張旭市をふるさととして安心し
て暮らしている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

13,814 26,354 42,056 44,068
-32,300

財源内訳
千円

13,814

新規使用者決定区画数

使用者決定区画数(累計)

墓園利用率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

対象

区画

区画

％

29 32 31 25

4,103 4,111 4,142 4,105

88 88 88 88

26,354 9,756 44,068

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）H30実績、R元実績とも墓園利用率は、88％であった。
（原因）R元は、墓地区画の使用者を25名決定したが、墓地区画の返還が31件あ
ったため、墓地利用率は上昇しなかった。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が大きい

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●スロープの改修や区画内の通路整備などバリアフリー対応改修を順次進めます。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

●K及びG区画のバリアフリー対応改修工事を行った。

旭平和墓園事業特別会計



[655]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

予備費

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

墓園の管理04

実施
計画54-0403

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

旭平和墓園事業特別会計予算

・旭平和墓園特別会計の運用において、緊急的な事態が生じ、既存の予算に不足
が生じた場合に充用処理を行う。

墓園事業特別会計予算の執行にあたっ
て、緊急的な事態に充てるため、予算枠
を超えて財源を補てんすることにより、
旭平和墓園の管理に係る円滑な運営・
サービスの提供がされている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 999

財源内訳
千円

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

999

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 評価対象外

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

未設定

未設定

未設定

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

旭平和墓園事業特別会計



[1211]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

旭平和墓園事業特別会計繰出金

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

墓園の管理04

実施
計画54-0404

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

旭平和墓園事業特別会計予算

・旭平和墓園特別会計の運用において、新規事業や大規模事業を行う際に、必要
に応じて一般会計から旭平和墓園特別会計へ予算の繰出を行う。

墓園事業特別会計予算の執行にあたっ
て、一般財源から財源を補てんすること
により、広く市民に旭平和墓園のサービ
スが提供されている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 3,780

財源内訳
千円

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

3,780

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 評価対象外

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

未設定

未設定

未設定

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計



[1325]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

旭平和墓園整備事業

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

墓園の管理04

実施
計画54-0405

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

旭平和墓園内の施設整備（合葬式墓地、
駐車場）

・合葬式墓地整備
　平成31年度中にＨ区画北側の緑地帯に、合葬式墓地を整備する。

・駐車場整備
　平成31年度中に旭平和墓園入口東側の広場に、駐車場を整備する。

整備が完了し、市民へ供用する

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

58,200 49,800
22,300 30,628

財源内訳
千円

合葬式墓地・駐車場の整備

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

100 100

80,500 80,428

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 簡易評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

合葬式墓地及び駐車場を整備した。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

非常に順調

維持・横ばい

なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 新規

●合葬式墓地及び駐車場を整備します。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

●合葬式墓地及び駐車場を整備した。

旭平和墓園事業特別会計



[656]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

尾張旭市長久手市衛生組合負担金

市民生活部
環境課

生活衛生環境の向上

05

し尿処理施設の管理05

実施
計画54-0501

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

尾張旭市長久手市衛生組合

　尾張旭市及び長久手市から排出されるし尿と、浄化槽汚泥は、尾張旭市と長久
手市が運営・管理する尾張旭市長久手市衛生組合（一部事務組合）の施設（香
流・昭和苑）で安定した処理がされている。
　
内容
・組合経費の不足分は、構成市の負担とされているため，負担金の支払いを行
う。
・負担金額の積算根拠は、尾張旭市長久手市衛生組合規約に基づき、構成市が前
年度の１０月１日現在における人口（水洗化人口を除く。）割で積算される負担
金を予算化し、尾張旭市長久手市衛生組合に当該負担金の支払いを行う。
・負担金は６期分に分けて支払われる。

　なお、平成２５年１月に組合を解散することが構成市間で合意されており、現
在、解散に向けて事務検討を進めている。

　

市内のし尿及び浄化槽汚泥を安定的に処
理できるように管理されている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 172,097 171,936 172,397 172,397

財源内訳
千円

172,097

負担金額

し尿及び浄化槽汚泥の搬入量

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

対象

千円

ｋｌ

172,097 171,936 172,397 172,397

16,352 16,000 16,293

171,936 172,397 172,397

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 簡易評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

公共下水道供用区域の拡大により、浄化槽汚泥の搬入量が減少した。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

●市全体のし尿・浄化槽汚泥処理の今後の在り方について検討を進めます。
●尾張旭市長久手市衛生組合の廃止に向けて検討を進めます。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

●市全体のし尿・浄化槽汚泥処理の今後の在り方について検討を進めた。
●尾張旭市長久手市衛生組合の解散に向けて検討を進めた。 

一般会計
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

し尿処理施設維持管理等整備事業

衛生組合
衛生組合

生活衛生環境の向上

05

し尿処理施設の管理05

実施
計画54-0510

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

・し尿処理施設

・尾張旭市民・長久手市民
　　（汲み取り及び浄化槽世帯）

・香流苑は昭和５０年から、昭和苑は昭和５５年からの稼働により、施設及び各
　種機器が老朽化しているため、修繕・保守点検及び安定的・効率的なし尿処理
　を行うため運転管理等を適切に行う。
・施設の運用概要
　２施設の処理能力　120Ｋｌ／日（香流苑60Ｋｌ/日、昭和苑60Ｋｌ/日）
　し尿処理時間　365日　24時間
　し尿搬入受入れ　月～金　8：30～15：30　土　8：30～12：00（昭和苑のみ）
  香流苑直営（衛生員３名）、昭和苑は管理委託
　施設使用料は1.8Ｋｌ　400円（業者負担）
・組合経費の負担割合は、前年度10月１日の構成市のし尿浄化槽人口比率で決定
○組合解散事務　
　施設等資産調査委託の実施（H29、30年度）
　長久手市のし尿等の処理について、令和4年（平成34年）4月から日進市へ委託
することが平成30年10月に決定したため、組合解散後の施設の取扱いを考慮しつ
つ、長期修繕計画に基づく定期修繕や緊急修繕等を実施する必要がある。
・組合解散届の事前協議や組合規約の変更準備などを行う。

・施設の運転が障害によって停止するこ
とがなく適切な管理が行われている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

4,230
153,028

4,530 4,600 4,890
155,315 168,028 162,196

財源内訳
千円

157,258

修繕件数

し尿等の搬入量

施設維持管理に関する障害件数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

ｋｌ

件

57 40 50 43

21,292 20,718 20,410 20,670

0 0 0 0

159,845 172,628 167,086

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）
長期修繕計画に基づき修繕を実施するとともに、早期発見を心がけ緊急修繕を実
施したため、重大な障害は発生しなかった。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●組合の解散を見据えた設備更新や修繕を行います。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

組合の解散を見据えた修繕等を実施。

尾張旭市長久手市衛生組合一般会計



[662]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

環境測定事業

衛生組合
衛生組合

生活衛生環境の向上

05

し尿処理施設の管理05

実施
計画54-0511

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

・香流苑、昭和苑の両施設及び周辺の環
境

・香流苑
　水質分析　毎月１回１２項目５１検体
　悪臭測定　　　　年１回　敷地境界４地点「臭気指数による測定」
　ばい煙測定　　　年２回２か所３項目
　乾燥汚泥分析　　年１回２検体１５項目・１検体７項目

・昭和苑
　水質分析　毎月１回１３項目４４検体
　ダイオキシン類測定　年１回３項目　作業環境　年２回２項目
　ばい煙測定　　　年２回１か所４項目
　乾燥汚泥等分析　年１回２検体１５項目・２検体７項目

・施設内及び施設周辺の環境基準が遵守
され、快適な
　環境で施設の適切な管理が行われてい
る。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 3,069 3,201 3,987 3,459

財源内訳
千円

3,069

環境測定項目数（毎月測定）

環境測定項目数（年１～２回測定）

環境基準値を越えている項目数（毎月測定）

環境基準値を越えている項目数（年１～２回測定）

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

項目

項目

項目

項目

25 25 24 24

56 56 51 51

0

0

0 0 0

0 0 0

3,201 3,987 3,459

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）
環境測定項目により測定を実施し、環境基準値を越えている項目は１項目もなか
った。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

非常に順調

維持・横ばい

なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

尾張旭市長久手市衛生組合一般会計



[663]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

衛生組合議会運営事務

衛生組合
衛生組合

生活衛生環境の向上

05

し尿処理施設の管理05

実施
計画54-0512

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

衛生組合議会

・衛生組合議会定例会（９月・１２月・３月）及び臨時会を開催するための事務
を行う。
　内容－議案作成、開催通知、会場準備、議事録作成、報酬支払等

衛生組合議会が適切に実施されている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 526 502 754 497

財源内訳
千円

526

衛生組合議会開催回数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

回 4 3 4 4

502 754 497

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 簡易評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】
・5月には組合議会臨時会を実施し、監査委員の選任を行いました。9月、12月、
3月に組合議会定例会を行い、決算認定や予算についての議決、監査委員の選任
を実施しています。
・組合解散の時期が近づいてきていることから、組合議員の関心も高まってきて
おり、3月議会では令和2年度当初予算に計上した「資産分割資料作成支援業務」
について委託内容等の議会質問も出されました。今後も継続して組合解散に関す
る情報提供を丁寧に行っていきます。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

尾張旭市長久手市衛生組合一般会計



[664]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

定例監査事務

衛生組合
衛生組合

生活衛生環境の向上

05

し尿処理施設の管理05

実施
計画54-0513

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

・衛生組合の現金の出納状況
・衛生組合の行財政事務 例月出納検査

・毎月の衛生組合の現金出納状況の検査を実施する。
　内容①検査資料、諸帳簿との計数の確認　②現金等の保管状況の確認　③会計
証拠書類の検査
決算審査
・決算書類等に基づき、関係諸帳簿及び証書類と照合、実査、確認等必要と認め
る手続きにより審査する。
定例監査
・財務に関する事務の執行及び運営に係る事業の管理を監査する。例月出納検査、決算審査、定例監査が適

切に実施されている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 104 102 111 102

財源内訳
千円

104

監査等の実施することが定められた回数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

回 8 8

102 111 102

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 簡易評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

・決算審査（7月）、定例監査（1月）、例月出納検査（6回隔月）を実施しまし
た。指摘事項はありませんでした。

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

尾張旭市長久手市衛生組合一般会計



[667]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

一時借入金利子

衛生組合
衛生組合

生活衛生環境の向上

05

し尿処理施設の管理05

実施
計画54-0516

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

一時借入金利子

年度内に一時的な歳計現金収支の不足が生じた場合、金融機関から短期の借入を
行う。

年度内に現金収支の不足が生じた場合、
一時借入を行い、当該年度内に償還され
ている。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 29

財源内訳
千円

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

29

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 評価対象外

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

尾張旭市長久手市衛生組合一般会計



[668]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

予備費

衛生組合
衛生組合

生活衛生環境の向上

05

し尿処理施設の管理05

実施
計画54-0517

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

一般会計予算

業務の運営にあたり緊急かつ不測の事態が生じて、既存の予算に不足が生じた場
合、予備費の充用伺後、充用された経費を含んだ支出負担行為を行い、事務事業
を実施していく。

予算の執行にあたって、緊急かつ不測の
事態に充てるため、予算枠を超えて財源
を補填することにより、円滑な業務運営
を行う。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 10,000

財源内訳
千円

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

10,000

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 評価対象外

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

尾張旭市長久手市衛生組合一般会計



[979]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

衛生組合庶務事務

衛生組合
衛生組合

生活衛生環境の向上

05

（施策の総合推進）09

実施
計画99-2001

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

組合庶務事務、組合職員
①文書の収受（３２０件）②文書の発送（１８５件）③庁内文書整理（３２０
件）④庁内外の照会文書の調査・回答（１３５件）⑤出張命令書の整理（６時
間）年次休暇・出勤簿の整理（２時間）⑥組合内の備品・消耗品の調達整理（１
０時間）⑦会計事務（支払伝票の作成５００件１００時間）（収入・振替伝票作
成３１件５時間）⑧予算・決算に関する事務（５０時間）⑨職員互助会に関する
事務（５時間）⑩文書等印刷製本（２０時間）⑪郵便物の発送（１０時間）⑫公
用車管理（１０時間）⑬会議・研修会参加事務（１５時間）⑭各種入札・契約事
務（５０時間）⑮財政状況調査等の調査報告（２００件）

衛生組合の庶務的な事務が迅速かつ適正
に進んでいる。

指標名称

担当

単位 29年度実績 30年度実績 元年度当初 元年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 1,651 1,787 1,842 1,584

財源内訳
千円

1,651

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

1,787 1,842 1,584

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

元
（対象をどのような状態にしたいのか）

04

環境と調和したまちづくり

評価区分 評価対象外

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活動
指標

成果
指標

事業費　計

【活動指標の状況】

R元年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が小さい・なし

R元年度実施取組方針の実績評価
R元年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●公会計制度の導入に向けての調査、検討、情報収集等を行います。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R元年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

実施済み

尾張旭市長久手市衛生組合一般会計


